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の有効質量は小さく､U-3の場合はS士で0.50桝｡､SOで0.64me程度である｡

奇数sit9Sの場合には､1solitonが最も単純な欠陥の1つであるが､偶数sitesの場合には､

Sと豆のdynamicalboundstateであるbreatherが揺らぎとして重要である｡ SOT- sol

pairをBloch的に重ね合わせると同時に､そのsoliton間距離も変化させることにより､重

心の量子的並進運動､及びbreathing運動を取 り込んだ｡Breatherの濃度が大きくなくと

correlationenergyは増加し､濃度3.3%の場合に30%のcorrelationenergyを得た｡今回用

いたcrudeなtrialorbitAIsを改良すれば､correlationenergyのさらに大きな部分を説明出

来るであろう｡ なお､breatherの波動関数､励起energyについても議論する0

19. WT-Ⅲトカマクにおける低域混成波電流駆動

プラズマの高速電子の速度分布

吉 田 光 宏

高周波によるプラズマ電流駆動の研究は定常 トカマク炉の可能性の1つとして注目されて

いる｡ これは高周波の運動量を共鳴電子にランダウ減衰過程によって伝達し､電子に一定方

向のドリフトを与え電流を生成させようというものである｡ この論文ではWT-Ⅲトカマク

において低域混成波電流駆動実験を行い､プラズマ電流を担う高速電子群の速度分布をⅩ

線計測によって調べた｡

低域混成波 (LHW)による電流駆動は､共鳴電子が磁場に平行な一つの方向に加速され

ることによって非等方速度分布が形成され実現される｡ 準線形理論によると､LHW の共鳴

領域で速度分布関数に平坦な部分が形成される｡

wT-Ⅲにおいては､初めにジュール加熱 (OH)で立ち上げたプラズマを発生させ､次い

でOH電力を遮断後LHW を入射し､LHW のみで電流を保持するLHCDプラズマを生成す

る｡このプラズマから放射される硬Ⅹ線のエネルギースペクトルを､電子のドリフト方向

と放射Ⅹ線のなす角の関数として計測し､角度依存のデータを得た｡一方､モデル化した

速度分布関数を用いて計算したX線塙射の角度依存を､実験データと比較検討することに

より､最も良く合う分布関数の形を求めた｡かくて､速度分布関数は､波動の進行方向､逆

方向､垂直方向に対する3個の温度で特徴づけられる3温度モデルを用いて表すことができ､

波動の進行方向の温度が非常に高く平坦な部分が形成されていることが明らかになった｡こ
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れは準線形理論の結論と矛盾しない結果となっている｡

なお､上の実験では速度分布関数の形は半径方向に一様であると考えられたが､プラズマ

電流の大きな場合にはプラズマ中心 と周辺では速度分布関数の異なることがわかった｡
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